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  方杖ダンパー接合構造の設計例 
   その２ ８階建て事務所建築の設計例 

 正会員 ○貝谷淳一*1  同 張シシュン*2 
  同   白髪誠一*3  同 椿 英顕*2 
方杖ダンパー   高力ボルト接合  同   多賀謙蔵*4  同 北條稔郎*3 
塑性設計法    設計例  同   永谷芳郎*1  同 井上一朗*5 
 
１ 序 

 本報では，その１で示された初期断面算定手順に基づき，

8 階建ての事務所建築に方杖ダンパー接合構造を適用した

場合の設計例について報告する． 
２ 想定建物の概要と設計条件 

 地上８階建ての平均的な事務所建築を想定する．平面規

模は X 方向：6.4m×4 スパン，Y 方向：6.4m×3 スパン（執

務空間は 12.8m スパン），階高 3.8m，軒高 30.4m とする． 
 建物重量は一般的な事務所を想定し算出した結果，

8.0kN/m2程度である．図 1 に伏図，図 2 に軸組図を示す．

設計条件は，1）耐震設計ルートはルート 3，Ds=0.25 と

する．2）一次設計の設計条件は，Co=0.2 の地震荷重に対

して部材の応力は短期許容耐力以下で層間変形角は 1/180
以下とする．3）柱脚は埋込み柱脚とする． 
 方杖ダンパー付骨組と比較のため梁端が剛接合の純ラ

ーメン構造（以下，従来型骨組と称す）の試設計も行なう． 
３ 方杖ダンパー付骨組の設計 

 その 1 に示した初期断面算定手順により必

要保有水平耐力を満足するように方杖ダンパ

ーおよび柱･大梁の断面を算定した．表 1 およ

び表 2 に柱および梁リストを示す．表 3 に方

杖ダンパーリストを示す． 2 階床から 8 階床

までは D 型，最上階床には S 型の方杖ダンパ

ーを建物の外周架構に配置する．柱および梁

には 490N/mm2級の H 形鋼を用いる． 
 応力解析には，方杖ダンパーと柱・梁によってトラスが

構成される接合部領域内の柱を接合部パネルとみなし，接

合部領域内の梁と方杖ダンパーを線材に置換した単純化

モデル 1)に基づき作成された解析プログラム（以下，単純

化モデル解析プログラムと称す）を用いた．一次設計にお

いて，柱および梁は短期許容耐力以下，方杖ダンパーは弾

性限耐力以下になっていることを確認している． 
 一次設計時の最大層間変形角は，X 方向で 1/190（3階），

Y 方向で 1/198（3 階）であった． 
４ 従来型骨組の設計と方杖ダンパー付骨組との比較 

 従来型骨組は柱に冷間成形角形鋼管（BCP325）を，梁

には 490N/mm2級の H 形鋼を用いて全ての柱はり接合部

を剛接合とした純ラーメン架構とする．図 3 に基準階伏図

を示し，表 4 および表 5 に柱および梁リストを示す． 
 一次設計時の最大層間変形角は，X 方向で 1/183（3階），

Y 方向で 1/186（3 階）であった． 
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表 1 方杖ダンパー付骨組柱リスト
階
8 BH-450 ×400 ×16 ×19 BH-450 ×400 ×16 ×19 BH-450 ×300 ×12 ×16 H-300 ×300 ×10 ×15
7
6
5 BH-450 ×400 ×19 ×22 BH-450 ×400 ×19 ×25 BH-450 ×400 ×16 ×19
4 BH-450 ×400 ×19 ×28 BH-450 ×400 ×19 ×32 BH-450 ×400 ×16 ×22 H-400 ×400 ×13 ×21
3 BH-450 ×450 ×19 ×25 BH-450 ×450 ×19 ×32 BH-450 ×450 ×16 ×25
2 BH-450 ×450 ×22 ×32 BH-450 ×450 ×22 ×40 BH-450 ×450 ×19 ×28 H-414 ×405 ×18 ×28
1 BH-450 ×450 ×22 ×36 BH-450 ×450 ×19 ×36

鋼種 SM490A SM490ASM490A SM490A

C1 C2 C3 C4

 a）Y1 通軸組図 b）X1 通軸組図 
図 2 方杖ダンパー付骨組軸組図 

表 2 方杖ダンパー付骨組大梁リスト
階
R H-450 ×200 × 9 ×16 H-450 ×200 × 9 ×16
8 H-600 ×200 ×12 ×19 H-600 ×250 ×12 ×19
7 H-700 ×200 ×12 ×22 H-700 ×250 ×12 ×19
6 H-700 ×250 ×12 ×22 BH-700 ×300 ×14 ×22
5 H-700 ×250 ×12 ×25
4 H-700 ×300 ×14 ×25 H-700 ×300 ×14 ×28
3
2 H-700 ×300 ×14 ×28 H-700 ×350 ×14 ×28

鋼種 SM490A SM490A

G1 G2
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 保有水平耐力は最大層間変形角が 1/100に達したときと

したが，一次設計時の変形制限が卓越したため，必要保有

水平耐力の 1.3～1.4 倍程度となった． 
 表 6 に試設計の結果得られた各骨組の鋼材量を示す．方

杖ダンパー付骨組は従来型骨組に比べて鋼材量は約 11%
増加する結果となった． 
５ 地震応答解析 

 建築基準法を満足するように設計された方杖ダンパー

付骨組と従来型骨組の動的応答性状を比較する目的で地

震応答解析を行なう．入力地震動には表 7 に示す地震波を

採用する．内部粘性減衰は，1 次の減衰定数が 0.02 の初期

剛性比例型とし，解析の時間増分は 0.01 秒とした． 
 地震応答解析には，方杖ダンパー付骨組では単純化モデ

ル解析プログラムを用い平面架構の解析を行なった．従来

型骨組では，8 質点系の等価せん断型モデルとした．層の

復元力特性は立体架構モデルの荷重増分解析より求めた

Q-δ曲線に基づいた標準トリリニア型とした． 
 図 4および図 5に解析の結果得られた方杖ダンパー付骨

組および従来型骨組の最大層間変形角を示す．いずれの骨

組とも，BCJ L2 波による解析結果が最

大応答値を示している．ただし，方杖

ダンパー付骨組の層間変形角の最大応答値は 1/80rad.で
あり，従来型骨組の 1/49rad.の約 60%であった． 
 方杖ダンパーの累積塑性変形倍率および最大歪振幅に

関しても BCJ L2 波による解析結果が最大応答値を示し，

累積塑性変形倍率は最大で 127（X 方向 6 階）であり，最

大歪振幅は 1.45%（X 方向 2 階）であった．これらの値は，

方杖ダンパーの性能確認実験 2)で得られた保有性能に対し

て十分小さい値である． 
６ まとめ 

 方杖ダンパー接合構造を適用した8階建ての事務所建築

の試設計を行った．その結果，その 1 で示した初期断面算

定手順は実際の設計に際して十分に活用できることがあ

きらかとなった． 
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図 4 最大層間変形角（方杖ダンパー付骨組） 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0 0.01 0.02

El Centro

Taft

Hachinohe

BCJ L2

階

rad.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0 0.01 0.02

El Centro

Taft

Hachinohe

BCJ L2

階

rad.
a）X 方向         b）Y 方向 
図 5 最大層間変形角（従来型骨組） 

表 5 従来型骨組大梁リスト 
階
R H-400 ×200 × 9 ×16 H-400 ×200 × 9 ×16 H-600 ×200 ×12 ×19 H-600 ×250 ×12 ×19
8 H-600 ×200 ×12 ×19 H-600 ×200 ×12 ×19 H-600 ×250 ×12 ×22
7 H-600 ×300 ×12 ×22
6 H-600 ×250 ×12 ×19 H-600 ×250 ×12 ×19
5 H-600 ×250 ×12 ×22 H-600 ×300 ×12 ×22 H-600 ×300 ×12 ×25
4 H-600 ×250 ×12 ×19
3 H-600 ×300 ×12 ×22 H-600 ×300 ×12 ×25
2

鋼種 SN490B SN490B SN490B SN490B

G1 G2 G3 G4

表 3 方杖ダンパーリスト 
軸耐力

厚(mm) 幅(mm) dNy(kN)
R No.1 16 105 395 
8 No.4 16 160 602 
7 No.5 19 160 714 
6 No.7 19 200 893 
5 No.8 19 225 1005 
4 No.9 22 225 1163 
3 No.9 22 225 1163 
2 No.10 25 225 1322 

方杖芯材(SN400B)
層 No.

階
8 □-450 ×450 ×12 □-450 ×450 ×12 □-450 ×450 ×12
7 □-450 ×450 ×16
6 □-500 ×500 ×16 □-500 ×500 ×12 □-500 ×500 ×12
5
4 □-500 ×500 ×19 □-500 ×500 ×16
3
2
1 □-550 ×550 ×19 □-550 ×550 ×16 □-550 ×550 ×16

鋼種

C1, C2 C3 C4

BCP325 BCP325 BCP325

表 4 従来型骨組柱リスト

表 7 入力地震動 
最大速度振幅 最大加速度振幅 継続時間 解析時間

(cm/sec) (cm/sec2) (sec) (sec)
 El Centro 1940 NS 50.0 511 53.76 50.00 
 Taft 1952 EW 50.0 496 54.40 50.00 
 Hachinohe 1968 NS 50.0 330 36.00 50.00 
 BCJ L2 57.4 356 120.00 120.00 

地震波

表 6 鋼材量一覧 

鋼種 数量 (ton) 鋼種 数量 (ton)
柱 SM490A 108.6 BCP325 110.8

SM490A 106.2 SN490B 174.9
SS400 117.2 SS400 45.1

方杖
ﾀﾞﾝﾊﾟｰ

36.0 ―――

計 368.0 330.8

梁

従来型骨組方杖ダンパー付骨組
部位

図 3 従来型骨組伏図 
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